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（135）名誉教授中村喜和主要著作目録

　
　
本
目
録
に
は
一
九
九
五
年
三
月
ま
で
の
主
要
な
著
作
を
収
め
る
。
新

　
　
闘
に
発
表
し
た
も
の
、
辞
典
項
目
な
ど
は
省
略
し
た
。
刊
行
地
が
東

　
　
京
の
場
合
は
特
記
し
な
い
。

　
　
一
九
五
八
年
（
昭
和
三
三
年
）

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕
　
目
シ
ア
文
字
の
成
立
に
つ
い
て
－
ソ
ヴ
ェ
ト
の
最
近

　
　
の
諸
論
文
か
ら
　
『
ス
ラ
ヴ
文
化
研
究
』
一
号
、
三
＝
丁
五
六
頁
。

　
　
一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
五
年
）

〔
書
評
〕
　
N
・
A
・
メ
シ
チ
ェ
ル
ス
キ
イ
『
古
代
回
シ
ア
語
訳
に
お
け
る

　
　
ヨ
セ
フ
ス
．
フ
ラ
ウ
ィ
ウ
ス
の
ユ
ダ
ヤ
戦
史
』
（
モ
ス
ク
ワ
、
一
九

　
　
五
八
）
　
二
橋
研
究
』
六
号
、
七
五
－
八
三
頁
。

　
　
一
九
六
一
年
（
昭
和
三
六
年
）

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕
　
「
ル
ー
シ
の
地
の
滅
亡
の
物
語
」
に
つ
い
て
－
付
試

　
　
訳
　
『
ス
ラ
ヴ
研
究
』
五
号
、
札
幌
、
七
＝
丁
九
五
頁
。

〔
翻
訳
〕
　
K
・
G
・
パ
ウ
ス
ト
フ
ス
キ
イ
「
雨
の
夜
明
け
」
　
金
子
幸
彦

　
　
編
『
回
シ
ア
短
篇
名
作
集
』
、
学
生
社
、
三
二
九
⊥
二
四
六
頁
。

　
　
一
九
六
二
年
（
昭
和
三
七
年
）

〔
紹
介
〕
　
春
く
壷
毒
も
畠
焉
睾
〔
臭
O
ご
胃
8
彗
篭
…
曽
畠
≡
。
（
木
村
彰
一

　
　
と
共
同
執
筆
）
ぎ
睾
§
①
§
o
せ
雨
婁
§
§
§
母
』
§
§
§
亀
葦
↓
．

　
　
－
o
〇
一
峯
1
・
当
’
0
1
蜆
o
0
N
1
蜆
o
o
①
1

〔
書
評
〕
　
M
・
N
・
チ
ホ
ミ
ー
ロ
フ
編
『
ク
リ
コ
ヴ
ォ
の
戦
に
つ
い
て
の

　
　
諸
作
品
』
（
モ
ス
ク
ワ
、
一
九
五
九
）
　
『
一
橋
論
叢
』
四
八
巻
二
号
、

　
　
一
二
一
－
二
九
頁
。

　
　
一
九
六
三
年
（
昭
和
三
八
年
）

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕
　
女
公
オ
リ
ガ
ー
原
初
年
代
記
の
記
録
か
ら
　
『
窓
』

　
　
八
号
、
一
i
八
頁
。

　
　
一
九
六
四
年
（
昭
和
三
九
年
）

〔
書
評
〕
　
B
・
A
・
ル
ィ
パ
コ
フ
『
古
代
ロ
シ
ヤ
、
説
話
、
ブ
ィ
リ
ー
ナ
、

　
　
年
代
記
』
（
モ
ス
ク
ワ
、
一
九
六
三
）
　
二
橋
論
叢
』
五
二
巻
六
号
、

　
　
一
〇
六
－
一
一
四
頁
。
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一
九
六
六
年
（
昭
和
四
一
年
）

〔
論
文
〕
　
あ
る
ロ
シ
ア
歌
謡
の
歴
史
ー
い
わ
ゆ
る
「
ソ
フ
ィ
ア
の
歌
」

　
　
に
つ
い
て
　
『
言
語
文
化
』
三
号
、
二
五
－
五
五
頁
。

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕
　
ロ
シ
ア
の
「
デ
ィ
ゲ
ニ
ス
・
ア
ク
リ
タ
ス
」
　
　
中
世

　
　
回
シ
ア
の
翻
訳
作
晶
に
寄
せ
て
　
『
一
橋
論
叢
』
五
六
巻
一
号
、
六

　
　
二
－
七
一
頁
。

〔
紹
介
〕
　
豪
く
馬
≡
o
筍
畠
冑
妄
〔
臭
o
団
』
胃
8
胃
着
匡
団
旨
畠
…
§
ま

　
　
o
§
③
軸
さ
昌
曹
軸
o
主
§
o
o
宍
o
島
S
富
ミ
§
目
§
ミ
暮
一
「
1
N
ド
き
．
・
昌
1
’
O
’
ト
①
ω
．

　
　
ξ
o
o
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

〔
書
評
〕
　
Y
・
K
・
ベ
グ
ノ
フ
『
ル
ー
シ
の
地
の
滅
亡
の
物
語
』
（
モ
ス

　
　
ク
ワ
ー
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
、
一
九
六
五
）
　
『
ス
ラ
ヴ
学
論
集
』
一
号
、

　
　
六
九
－
七
七
頁
。

　
　
一
九
六
七
年
（
昭
和
四
二
年
）

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕
　
馬
場
佐
十
郎
と
「
魯
語
」
　
『
日
本
ロ
シ
ヤ
文
学
会
会

　
　
報
』
一
〇
号
、
一
－
二
〇
頁
。

　
　
一
九
六
八
年
（
昭
和
四
三
年
）

〔
論
文
〕
　
お
ろ
し
や
盆
踊
唄
考
　
『
一
橋
論
叢
」
六
〇
巻
一
号
、
三
六
－

　
　
三
七
頁
。

　
比
較
か
変
身
か
1
「
イ
ー
ゴ
リ
軍
記
」
の
あ
る
修
辞
技
法
に
つ
い
て

　
　
の
覚
え
が
き
　
『
ス
ラ
ヴ
学
論
集
』
二
号
、
四
〇
－
五
〇
頁
。

　
ロ
シ
ア
の
東
方
進
出
と
日
本
の
漂
流
民
　
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
」

　
　
五
、
『
漂
流
』
、
三
一
書
房
、
八
五
九
－
八
六
三
頁
。

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕
　
「
イ
ー
ゴ
リ
軍
記
」
の
文
体
1
「
古
き
言
葉
」
の
意

　
　
味
に
つ
い
て
　
二
橋
論
叢
』
五
九
巻
一
号
、
九
三
－
一
〇
一
頁
。

〔
書
誌
〕
　
ロ
シ
ア
文
学
語
学
関
係
文
献
目
録
資
料
（
一
九
六
六
、
一
九
六

　
　
七
年
）
　
『
ス
ラ
ヴ
学
論
集
』
二
号
、
二
δ
1
二
二
八
頁
。

　
　
一
九
六
九
年
（
昭
和
四
四
年
）

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕
　
「
聖
な
る
ロ
シ
ア
」
以
前
　
『
一
橋
論
叢
』
六
一
巻
二
号
、

　
　
二
九
－
二
一
六
頁
。

　
癒
癩
行
者
覚
書
　
『
言
呈
晒
文
化
』
六
号
、
三
－
二
六
頁
。

　
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
一
古
謡
　
『
一
橋
論
叢
』
六
二
巻
五
号
、
一
〇
六
－
一

　
　
一
四
頁
。

〔
紹
介
〕
　
、
O
き
呂
o
コ
o
』
ξ
琴
o
肩
需
．
．
団
旨
o
…
＝
．
§
ミ
き
o
ミ
①
§
富

　
　
曹
雨
邑
主
§
o
o
害
o
島
』
富
§
§
s
§
冬
睾
一
「
．
N
戸
峯
一
』
．
－
O
・
ト
N
ー
ト
ド

　
　
一
九
七
〇
年
（
昭
和
四
五
年
）

〔
論
文
〕
　
橘
耕
齋
伝
　
『
一
橋
論
叢
』
六
三
巻
四
号
、
二
二
八
－
ニ
ハ
八

　
　
頁
。
（
の
ち
に
『
ユ
ー
ラ
シ
ア
』
二
号
、
一
九
七
一
、
二
一
〇
1
一

　
　
四
五
頁
に
再
掲
）

　
ω
≡
ω
昌
匡
喬
膏
昌
i
…
肩
…
妻
口
着
冥
9
彗
畠
臭
妻
；
δ
E
o
姜
団
．
○

　
　
毒
具
昌
実
妻
ミ
O
冥
妻
亮
［
窒
き
筍
毒
而
器
≡
姜
団
旨
O
＝
…
宙
畠
二
〇
呂
．

　
　
§
ざ
冴
ミ
｝
凄
ミ
旨
賞
§
ミ
県
ト
き
亀
s
、
ω
〔
討
ミ
o
婁
－
く
o
－
．
H
H
一
z
o
．

　
　
ガ
O
O
」
1
旨
．

〔
書
評
〕
　
V
・
G
・
グ
ザ
ー
ノ
フ
著
『
白
ロ
シ
ア
の
オ
デ
＾
セ
ウ
ス
』

　
　
（
モ
ス
ク
ワ
、
一
九
六
九
）
『
ロ
シ
ヤ
語
ロ
シ
ヤ
文
学
研
究
」
二
号
、

　
　
一
〇
〇
1
一
〇
四
頁
。
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〔
編
訳
〕
　
『
ロ
シ
ア
中
世
物
語
集
』

　
　
四
二
四
頁
。

（
筑
摩
叢
書
＝
ハ
八
）
、
筑
摩
書
房
、

　
　
一
九
七
一
（
昭
和
四
六
年
）

〔
翻
訳
〕
　
M
・
レ
ー
ル
モ
ン
ト
フ
『
現
代
の
英
雄
』
、
『
新
集
世
界
の
文

　
学
』
九
、
『
ゴ
ー
ゴ
リ
・
レ
ー
ル
モ
ン
ト
フ
集
』
、
中
央
公
論
社
、
二

　
　
二
三
－
四
〇
六
頁
。

　
　
一
九
七
二
年
（
昭
和
四
七
年
）

〔
編
纂
〕
　
『
魯
西
亜
辮
語
』
（
亀
井
高
孝
、
村
山
七
郎
と
共
同
編
集
）
、
近

　
　
藤
出
版
社
、
三
二
一
十
二
四
頁
。

〔
論
文
〕
　
瀬
沼
夏
葉
　
そ
の
生
涯
と
業
績
　
『
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
人

　
　
文
科
学
研
究
』
一
四
号
、
一
－
七
八
頁
。

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕
　
「
一
£
量
o
妄
o
臭
毒
＝
o
当
匡
く
彗
o
達
壁
ま
ざ
雲
｝
婁
ミ

　
旨
ミ
§
ミ
呉
ト
き
§
、
2
“
§
〔
8
－
＜
〇
一
－
崖
一
z
o
．
－
も
p
嵩
－
蜆
ω
－

文
化
年
間
に
お
け
る
回
シ
ア
詩
の
翻
訳
　
『
一
橋
論
叢
』
六
八
巻
三
号
、

　
　
八
O
－
八
八
頁
。

　
　
一
九
七
三
犀

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕

　
　
三
－
七
八
頁
。

（
昭
和
四
八
年
）

ロ
シ
ァ
水
兵
の
墓
誌

『
言
語
文
化
』
一
〇
号
、

　
　
一
九
七
四
年
（
昭
和
四
九
年
）

〔
論
－
文
〕
　
蚕
≡
畠
＝
旨
葦
戻
養
ス
ε
暮
ー
コ
8
国
毒

　
　
彗
呈
o
－
蔓
〔
具
s
』
睾
美
α
匡
．
き
婁
§
塞
8
寒
声

七

o
↓
i
凹
＝
＝
月
『
一
　
青
↓
o
o
＝
＝

Z
O
．
－
o
o
｝
O
．
㎝
N
I
蜆
①
．

　
ロ
シ
ア
民
衆
叙
事
詩
に
お
け
る
地
中
海
世
界
　
＝
橋
論
叢
』
七
二
巻

　
　
六
号
、
一
一
九
1
＝
一
五
頁
。

　
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ー
ン
少
佐
の
日
本
観
察
－
民
族
理
解
の
ひ
と
つ
の
場
合

　
　
『
民
族
文
化
』
一
〇
巻
一
号
、
三
四
－
四
一
頁
。

〔
エ
ッ
セ
イ
〕
　
ブ
ィ
リ
ー
ナ
ヘ
の
招
待
　
『
窓
』
八
号
、
二
－
八
貢
。

　
　
一
九
七
五
年
（
昭
和
五
〇
年
）

〔
編
纂
〕
　
『
博
友
社
ロ
シ
ア
語
辞
典
』
（
木
村
彰
一
他
と
共
同
編
纂
）
、
博

　
　
友
社
、
一
四
八
頁
。

〔
論
文
〕
　
亭
寝
毒
畠
£
望
重
o
妄
o
臭
昌
＝
8
ω
…
く
彗
o
…
而
団
．
b
o
§
o
§

　
　
』
筥
ミ
§
8
§
睾
≧
．
l
Z
O
ー
メ
0
1
N
N
N
1
N
N
0
．

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕
　
安
芸
国
漂
流
民
将
来
の
ロ
シ
ア
歌
謡
　
『
一
橋
論
叢
』

　
　
七
三
巻
三
号
、
八
一
－
九
一
頁
。

〔
エ
ッ
セ
イ
〕
　
館
蔵
「
仏
露
字
書
」
縞
談
　
『
一
橋
大
学
附
属
図
書
館
史
』
、

　
　
二
四
七
－
二
五
二
頁
。

鳴
海
蔵
書
の
こ
と
ど
も
　
『
窓
」
一
五
号
、
；
一
－
一
八
頁
。

　
　
一
九
七
六
年
（
昭
和
五
一
年
）

〔
論
文
〕
　
「
イ
ー
ゴ
リ
軍
記
」
に
お
け
る
色
彩
感
　
『
木
村
彰
一
教
授
還
暦

　
　
記
念
論
文
集
　
回
シ
ア
・
西
欧
・
日
本
』
、
朝
日
出
版
社
、
＝
二
－

　
　
三
〇
頁
。

　
ギ
リ
シ
ャ
頭
巾
の
謎
　
『
一
橋
論
叢
」
七
六
巻
六
号
、
三
八
－
四
九
頁
。

〔
エ
ッ
セ
イ
〕
　
「
モ
ス
ク
ワ
の
二
十
六
人
の
偽
予
言
者
…
」
そ
の
他
　
『
一

　
橋
論
叢
』
七
六
巻
三
号
、
一
〇
四
－
一
〇
六
頁
。

〔
翻
訳
〕
　
M
・
ス
ロ
ー
ニ
ム
『
ソ
ピ
エ
ト
文
学
史
』
（
池
田
健
太
郎
と
共
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訳
）
、
新
潮
社
、
四
八
五
頁
。

　
　
一
九
七
七
年
（
昭
和
五
二
年
）

〔
編
纂
〕
『
回
シ
ア
文
学
案
内
』
（
灰
谷
慶
三
、
島
田
陽
と
共
同
執
筆
）
、

　
朝
日
出
版
社
、
四
〇
〇
頁
。

〔
論
文
〕
　
日
本
国
白
水
境
探
究
－
ロ
シ
ア
農
民
の
一
ユ
ー
ト
ピ
ア
に
つ

　
　
い
て
　
金
子
幸
彦
編
『
ロ
シ
ア
の
恩
想
と
文
学
　
そ
の
伝
統
と
変
革

　
　
の
道
』
、
恒
文
社
、
五
〇
九
－
五
三
七
頁
。

「
魯
語
文
法
規
範
」
考
　
＝
橋
論
叢
』
七
七
巻
二
号
、
六
六
－
七
四
頁
。

〔
エ
ッ
セ
イ
〕
　
ア
フ
ァ
ナ
ー
シ
エ
フ
略
伝
　
『
窓
』
二
一
号
、
七
－
一
五

　
頁
。

〔
翻
訳
〕
　
N
・
ゴ
ー
ゴ
リ
『
デ
ィ
カ
ー
二
力
近
郷
夜
話
」
第
一
部
、
河
出

　
書
房
新
社
、
九
五
－
二
；
二
頁
。
本
文
の
ほ
か
に
。
「
解
説
」
四
二
八

　
－
四
三
四
頁
。

A
・
ア
フ
ァ
ナ
ー
シ
エ
フ
編
『
ロ
シ
ア
滑
稽
謂
』
、
筑
摩
書
房
、
二
四

　
　
二
頁
。

　
　
一
九
七
八
年
（
昭
和
五
三
年
）

〔
論
文
〕
　
キ
ク
ラ
デ
ス
の
子
守
歌
　
『
一
橋
論
叢
』
八
○
巻
六
号
、
一
〇

　
　
一
－
一
〇
九
貢
。

〔
エ
ッ
セ
イ
〕
　
フ
ィ
目
テ
ィ
村
の
日
々
－
工
ー
ゲ
海
の
子
守
歌
と
泣
き

　
歌
『
月
刊
百
科
」
、
五
号
、
六
－
九
頁
。

　
ブ
ラ
タ
ナ
ス
の
木
の
下
で
ー
ギ
リ
シ
十
通
信
　
『
窓
』
二
五
号
、
三

　
〇
1
三
四
貫
。

人
魚
の
贈
り
も
の
－
工
ー
ゲ
海
に
浮
か
ぶ
島
ナ
ク
ソ
ス
の
フ
ォ
ー
ク

　
　
ロ
ア
　
『
民
族
学
』
二
巻
三
号
、
一
〇
〇
－
一
〇
六
頁
。

　
　
一
九
七
九
年
（
昭
和
五
四
年
）

〔
論
文
〕
　
「
邑
訂
巨
易
O
；
ま
O
さ
一
邑
o
己
色
彗
旦
印
吻
§
§
S
ぎ
ぎ
9
o
－

　
○
ミ
§
；
』
㌧
畠
S
δ
♀
き
軸
き
』
｛
膏
§
鳶
§
お
ざ
曽
象
．
O
O
－
お
1

　
　
邊
－

　
ω
o
昌
o
o
篶
黒
勺
o
寿
ω
o
目
霊
o
↓
凹
目
＞
①
鷺
彗
室
彗
o
z
與
曽
o
ω
1
§
－

　
“
ミ
竃
ぎ
吻
ミ
旨
ミ
§
ミ
g
ω
8
｛
s
－
ω
ミ
§
富
．
く
o
F
＝
一
2
o
」
一
〇
〇
．

　
　
ミ
ー
ω
o
．

名
前
の
社
会
誌
　
『
月
刊
百
科
』
、
二
号
、
六
－
一
〇
頁
。

〔
エ
ッ
セ
イ
〕
　
モ
ス
ク
ワ
の
縁
日
　
『
な
ろ
う
ど
』
一
号
、
七
i
一
二
頁
。

〔
解
題
〕
　
鳴
海
完
造
編
『
ロ
シ
ア
・
ソ
ピ
エ
ト
姓
名
辞
典
』
、
ナ
ウ
カ
、

　
　
三
一
五
頁
。

　
レ
ー
ベ
デ
ェ
フ
編
、
除
村
吉
太
郎
訳
『
ロ
シ
ヤ
年
代
記
』
、
原
書
房
、

　
　
一
－
八
頁
。

　
　
一
九
八
○
年
（
昭
和
五
五
年
）

〔
論
文
〕
　
日
本
に
お
け
る
ロ
シ
ア
語
辞
書
の
歴
史
　
　
江
戸
時
代
か
ら
一

　
九
四
五
年
ま
で
　
『
窓
』
別
冊
、
『
ロ
シ
ア
語
の
辞
書
』
、
七
二
－
七

　
　
八
頁
。

　
モ
ス
コ
ー
ヴ
ィ
ヤ
の
日
本
人
　
『
ス
ラ
ヴ
研
究
』
、
二
六
号
、
一
⊥
二
〇

　
頁
。

ゾ
エ
の
結
婚
　
　
ロ
シ
ア
に
お
け
る
「
ピ
ザ
ン
ツ
の
遺
産
」
に
ふ
れ
て

　
『
一
橋
論
叢
』
八
四
巻
六
号
、
一
－
ニ
ハ
頁
。

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕
　
形
成
期
オ
デ
ソ
サ
素
描
　
『
地
中
海
地
域
に
お
け
る
集
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〔
工

落
形
成
の
諸
問
題
」
、
五
五
－
六
五
頁
。

モ
ス
ク
ワ
の
旧
教
徒
た
ち
　
『
な
ろ
う
ど
』
三
号
、

ソ
セ
イ
〕
　
ロ
シ
ア
食
物
誌
　
『
な
ろ
う
ど
』
二
号
、

一
－
八
頁
。

九
－
ニ
ハ
頁
。

　
　
一
九
八
一
年
（
昭
和
五
六
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

〔
論
文
〕
　
＞
－
毫
彗
窃
巴
コ
竃
畠
8
ミ
』
ミ
§
s
き
き
ミ
ざ
ミ
ミ
o
o
ざ
－

　
違
§
8
雨
§
9
§
§
z
o
1
員
カ
o
目
p
署
．
望
－
2
－

見
え
ぬ
町
キ
ー
テ
ジ
の
物
語
ー
ロ
シ
ア
の
一
ユ
ー
ト
ピ
ア
伝
説
を
め

　
　
ぐ
う
て
　
『
一
橋
大
学
研
究
年
報
人
文
科
学
研
究
』
二
一
号
、
二
一

　
　
九
－
二
九
三
頁
。

〔
エ
ッ
セ
イ
〕
　
聖
山
ア
ト
ス
訪
問
記
　
『
窓
」
三
七
号
、
二
－
九
頁
。

　
セ
レ
ス
の
ク
リ
ス
マ
ス
歌
謡
　
　
北
ギ
リ
シ
ャ
の
旅
か
ら
　
『
な
ろ
う

　
　
ど
』
四
号
、
三
七
－
四
八
貢
。

女
流
詩
人
ゼ
ヴ
ゴ
ー
リ
さ
ん
の
日
本
　
『
日
本
ギ
リ
シ
ャ
協
会
会
報
」

　
　
一
八
号
、
四
－
六
頁
。

　
　
一
九
八
二
年
（
昭
和
五
七
年
）

〔
論
文
〕
　
穴
巴
彗
3
－
O
巨
ω
ヨ
麸
O
胃
O
尻
ま
…
彗
o
O
旨
ド
雰
O
O
ユ

　
　
o
↓
鵯
ヨ
o
E
ω
昌
く
要
．
§
ミ
o
ぎ
o
s
き
｝
§
セ
ぎ
き
軸
き
§
鳶
§
－

　
§
§
§
、
ミ
ω
ミ
§
s
ぎ
§
雨
ま
g
o
㌻
§
－
s
昌
＆
o
§
§
§
b
o
§
ミ

　
㌧
亀
S
芦
O
O
－
量
㎝
⊥
畠
ー

　
ミ
チ
ャ
イ
事
件
の
首
尾
　
　
十
四
世
紀
ロ
シ
ア
・
ビ
ザ
ン
ツ
関
係
史
の

　
　
一
断
面
　
＝
橋
論
叢
』
八
八
巻
五
号
、
二
一
⊥
二
九
頁
。

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕
　
江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
ロ
シ
ア
詩
の
「
受
容
」
　
『
ソ

　
　
連
の
隣
国
関
係
の
比
較
研
究
』
（
北
海
道
大
学
ス
ラ
ヴ
研
究
セ
ン
タ

　
　
－
）
、
札
幌
、
六
六
－
七
一
頁
。

　
モ
ス
ク
ワ
町
名
考
　
『
比
較
都
市
史
研
究
』
一
巻
一
号
、
八
－
九
貢
。

〔
エ
ッ
セ
イ
〕
　
漂
流
民
ゴ
ン
ザ
の
遣
墨
　
『
窓
』
四
〇
号
、
一
頁
。

〔
翻
訳
〕
　
V
・
ベ
ロ
ー
フ
「
ロ
ス
タ
ン
の
丘
で
」
　
『
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
文
学
』

　
八
二
号
、
二
四
⊥
二
三
頁
。

　
　
一
九
八
三
年
（
昭
和
五
八
年
）

〔
論
文
〕
　
呂
ρ
o
呂
o
＝
o
』
ξ
写
o
潟
馬
冒
匡
宮
コ
o
男
o
宇
o
宕
毒
冒
書
団
、
、

　
　
O
o
與
団
＝
m
＝
＝
o
〔
↓
o
工
灰
宝
ω
o
ω
＝
雪
鉋
o
＝
〔
↓
而
呈
『
一
月
団
何
↓
o
昇
ω
．
丙
－
冒
亘
『
與
　
（
o
P
）

　
　
9
ミ
§
§
辻
§
§
、
o
§
菱
§
“
吻
“
ミ
ぎ
ぎ
⑦
ざ
ミ
h
卜
§
・

　
　
寒
嚢
｝
§
、
卜
淳
§
ぎ
§
1
ξ
§
“
寒
Q
o
ミ
ミ
ぎ
導
§
ざ
き
“

　
　
＞
、
s
g
ぎ
ぎ
膏
§
亀
註
o
s
s
，
o
o
豪
ミ
吻
ω
県
⑦
ぎ
e
泳
冴
．
o
p
杜
↓
1
蜆
蜆
－
（
の

　
　
ち
次
の
論
文
集
に
採
録
＞
』
．
i
o
α
≡
8
＝
（
i
葦
）
一
，
9
o
S
o
曽
§
ξ

　
　
ミ
冊
§
冊
邑
軸
“
宍
§
§
恥
詩
o
～
ミ
恥
篶
o
§
雨
o
o
国
o
主
筥
邊
L
≦
．
－
－
o
o
o
o
o
u
O
．
o
o
o
－
o
o
o
－
）

〔
エ
ッ
セ
イ
〕
　
ロ
シ
ア
音
楽
点
描
－
西
欧
と
の
出
会
い
を
め
ぐ
っ
て

　
　
『
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
』
一
号
、
一
四
－
二
一
頁
。

　
　
一
九
八
四
年
（
昭
和
五
九
年
）

〔
論
文
〕
　
ネ
ク
ラ
ー
ソ
フ
派
カ
ザ
ー
ク
の
祖
国
帰
還
ま
で
　
『
地
中
海
論

　
集
』
九
号
、
七
三
－
八
九
頁
。

　
ア
タ
マ
ン
・
ガ
ン
チ
ャ
ー
ル
ー
あ
る
ロ
シ
ア
旧
教
徒
の
苦
難
の
生
涯

　
『
言
呈
胴
文
化
』
二
一
号
、
三
－
二
七
頁
。

真
説
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
光
太
夫
　
『
歴
史
と
人
物
』
七
号
、
二
二
八

　
－
一
四
五
頁
。

〔
エ
ッ
セ
イ
〕
　
ニ
コ
ラ
イ
主
教
の
書
簡
二
通
　
『
窓
』
四
八
号
、
二
－
八
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頁
。

　
　
一
九
八
五
年
（
昭
和
六
〇
年
）

〔
論
文
〕
　
石
川
啄
木
の
回
シ
ア
観
　
藤
原
彰
編
『
ロ
シ
ア
と
臼
本
』
彩
流

　
　
社
、
四
三
－
五
八
頁
。

　
長
詩
『
サ
ー
シ
カ
』
伏
字
復
元
の
試
み
　
『
言
語
文
化
』
二
二
号
、
六

　
　
九
－
八
O
頁
。

〔
解
説
〕
　
イ
リ
ヤ
・
ム
ウ
ロ
メ
ツ
の
周
辺
　
筒
井
康
隆
作
、
手
塚
治
虫
絵

　
　
『
イ
リ
ヤ
・
ム
ウ
ロ
メ
ツ
』
講
談
社
、
一
〇
九
－
＝
一
五
頁
。

　
　
一
九
八
六
年
（
昭
和
六
一
年
）

〔
編
纂
〕
　
肉
塞
冥
黒
主
§
＄
～
o
冥
§
毒
ミ
§
董
軸
o
ミ
責
o
ミ
団
§
婁
§
1

　
　
＞
o
o
＝
o
L
漫
ρ

〔
論
文
〕
　
「
和
魯
週
言
比
考
」
成
立
事
情
瞥
見
　
山
田
忠
雄
編
『
国
語
史

　
　
学
の
為
に
』
第
二
部
（
古
辞
書
）
、
笠
間
書
院
、
一
⊥
二
六
頁
。

十
五
世
紀
ロ
シ
ア
人
の
見
た
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
都
市
　
　
「
フ
ィ
レ

　
　
ン
ツ
呈
公
会
議
へ
の
旅
」
の
記
録
か
ら
　
『
地
中
海
論
集
』
一
〇
号
、

　
　
二
二
－
＝
二
五
頁
。

　
峯
馬
姜
而
彗
o
＝
臭
o
『
o
コ
8
↓
団
＝
皇
富
窒
↓
票
旨
o
ξ
o
で
o
〔
畠
…
、
o
s
§
官

　
曽
婁
§
軸
§
§
8
o
竃
§
嚢
s
団
恥
ミ
異
套
E
曽
婁
§
套
ミ
婁
葦
‘

　
室
’
o
－
さ
－
富
1

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕
　
最
近
の
ロ
シ
ア
旧
教
徒
た
ち
　
中
村
喜
和
編
『
ロ
シ
ア

　
　
旧
教
徒
（
分
離
派
）
と
そ
の
文
化
』
、
一
－
一
八
頁
。

「
ハ
ム
レ
ツ
ト
」
－
読
解
の
可
能
性
を
探
る
　
『
一
橋
論
叢
』
九
六
巻

　
　
三
号
、
　
一
四
一
－
一
四
六
頁
。

〔
エ
ッ
セ
イ
〕
北
回
シ
ア
の
森
の
中
で
ー
ヴ
ォ
ロ
グ
ダ
探
訪
『
月
刊

　
　
百
科
』
二
号
、
八
－
一
五
頁
。

　
ワ
シ
ー
リ
イ
・
ベ
ロ
ー
フ
の
印
象
　
『
窓
』
五
六
号
、
二
－
五
頁
。

　
ロ
シ
ア
古
都
め
ぐ
り
　
『
ソ
ヴ
ユ
ー
ト
文
学
』
九
五
号
、
一
八
六
i
一

　
　
九
三
頁
。

　
ロ
シ
ア
の
錨
の
話
『
な
ろ
う
ど
』
＝
二
号
、
一
－
八
頁
。

〔
書
評
〕
　
ζ
昌
軸
着
昌
匝
g
｝
一
．
（
＆
．
）
〈
o
昌
墨
、
ω
2
o
ミ
ω
一
彗
o
邑
9

　
　
旨
寝
鳥
器
－
巽
一
〇
冒
〉
↓
o
斥
｝
〇
二
竃
蜆
一
§
§
雨
竃
ω
ざ
ミ
o
§
邑

　
b
§
、
向
s
§
雨
§
吻
§
§
睾
＜
o
F
一
穴
さ
ざ
ら
戸
＝
o
。
－
冨
9

　
　
一
九
八
七
年
（
昭
和
六
二
年
）

〔
論
文
〕
　
ウ
ラ
ル
か
ら
長
崎
ま
で
－
ウ
ラ
ル
・
カ
ザ
ー
ク
の
「
白
水

　
　
境
」
探
索
紀
行
　
安
井
亮
平
編
『
共
同
研
究
　
日
本
と
回
シ
ア
』
九

　
　
一
一
丁
一
〇
四
頁
。

　
禾
団
旨
君
2
o
口
8
畠
喬
コ
g
温
美
o
≡
ユ
団
、
ω
豊
畠
月
…
而
“
き
§
＆
o
§
姜
邊

　
　
茗
o
母
軸
団
主
雨
島
宮
～
o
o
o
高
』
竈
ミ
§
s
ミ
ミ
軸
－
』
－
－
0
1
－
㎝
o
0
1
H
①
N
I

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕
　
初
雪
と
農
夫
と
馬
と
…
－
リ
ハ
チ
冒
フ
教
授
の
「
エ
ヴ

　
　
ゲ
ー
ニ
イ
・
オ
ネ
ー
ギ
ン
」
小
注
に
よ
せ
て
　
法
橋
和
彦
編
『
プ
ー

　
　
シ
キ
ン
再
読
』
、
大
阪
、
創
元
社
、
七
四
－
七
八
頁
。

〔
エ
ッ
セ
イ
〕
　
鳴
海
旧
蔵
書
の
プ
ー
シ
キ
ン
初
版
本
な
ど
　
『
ソ
ビ
エ
ト

　
文
学
」
九
九
号
、
三
五
三
⊥
二
五
七
頁
。

〔
翻
訳
〕
　
宣
教
師
ニ
コ
ラ
イ
の
日
記
　
『
窓
』
六
一
号
、
一
九
八
七
、
四

　
八
－
五
三
頁
、
同
六
二
号
、
五
七
－
六
二
頁
。

『
ア
フ
ァ
ナ
ー
シ
エ
フ
　
回
シ
ア
民
話
集
』
（
岩
波
文
庫
）
、
（
上
）
三
九

　
　
一
頁
、
同
（
下
）
三
九
二
頁
。
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一
九
八
八
年
（
昭
和
六
三
年
）

〔
論
文
〕
　
；
＞
1
「
畠
圭
O
畠
く
彗
O
長
雷
．
団
．
ヨ
O
弓
冨
冥
§
（
O
鼻
）
き
－

　
　
ミ
§
芭
ミ
ミ
o
筥
§
ミ
s
ミ
さ
邑
s
§
§
軸
§
宙
§
宮
．
ρ
昌
H
ム
昌
．

　
　
Z
o
」
．
ρ
S
－
さ
一

　
ω
o
昌
o
＞
名
g
一
ω
o
；
ぎ
宛
易
ω
一
彗
雲
一
〇
q
ユ
昌
品
①
↓
o
；
①
…
＆
一
一
宵
－

　
　
量
目
s
冒
ω
団
o
篶
o
雪
曽
鶉
1
ω
§
§
塞
ぎ
叶
｝
値
き
s
鳶
§
曽
§
s

　
　
§
『
ミ
き
亀
s
昌
、
ま
｝
§
ド
o
o
．
曽
－
曽
．

〔
エ
ッ
セ
イ
〕
　
五
十
嵐
善
作
グ
ル
ジ
ア
ヘ
行
く
　
『
窓
』
六
四
号
、
二
－

　
　
七
頁
。

〔
書
評
〕
　
国
本
哲
男
他
訳
『
ロ
シ
ア
原
初
年
代
記
』
（
名
古
屋
大
学
出
版

　
　
会
、
一
九
八
七
）
　
『
ロ
シ
ア
語
ロ
シ
ア
文
学
研
究
』
二
〇
号
、
七
八

　
　
－
八
一
頁
。

　
　
一
九
八
九
年
（
昭
和
六
四
年
）

〔
編
纂
〕
　
『
ロ
シ
ア
・
ソ
違
を
知
る
事
典
』
（
川
端
番
男
里
他
と
共
編
）
、

　
　
平
凡
社
、
八
〇
四
頁
。

〔
論
文
〕
　
回
シ
ア
人
の
聖
地
巡
礼
記
　
　
ル
キ
ヤ
ー
ノ
フ
の
場
合
　
『
地

　
　
中
海
論
集
』
＝
言
百
、
四
一
：
五
二
頁
。

〔
エ
ソ
セ
イ
〕
　
ロ
シ
ア
・
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
の
旅
日
記
抄
　
『
窓
』
六
九
号
、

　
　
六
－
一
一
頁
。

足
の
む
く
ま
ま
気
の
む
く
ま
ま
に
…
…
ロ
シ
ア
昔
話
の
一
特
質
　
『
な

　
　
ろ
う
ど
」
一
八
号
、
一
i
七
頁
。

鳴
海
日
記
の
ア
ン
ナ
・
ア
フ
マ
ー
ト
ワ
ー
詩
人
生
誕
百
年
に
寄
せ
て

　
『
窓
』
七
一
号
、
二
－
九
頁
。
（
の
ち
ロ
シ
ア
語
に
翻
訳
さ
れ
て
次
の

　
　
雑
誌
に
再
録
、
蚕
』
望
＝
ト
p
（
＝
｛
）
＞
≡
団
＞
肇
彗
o
塁
口
崔
何
呈
妻
婁

　
　
工
凹
o
く
≡
芦
ミ
§
§
o
コ
σ
’
H
o
o
卓
z
9
♪
o
l
↓
N
－
べ
o
．
）

〔
書
評
〕
　
■
宍
巨
巨
昌
g
o
g
団
一
．
（
耳
）
倉
す
①
宛
畠
色
彗
宰
ぎ
凹
ミ

　
　
○
ブ
『
O
目
ざ
示
v
．
Z
與
O
q
O
｝
P
－
o
o
o
↓
一
㌧
o
§
ω
－
S
e
｛
o
自
§
o
曽
ざ
S
－
■
－
M
一

　
　
霊
君
O
『
9
暑
」
畠
－
－
ξ
．

〔
翻
訳
〕
　
D
・
リ
ハ
チ
目
フ
他
『
中
世
回
シ
ア
の
笑
い
』
（
中
沢
敦
夫
と

　
　
共
訳
）
、
平
凡
社
、
四
〇
五
頁
。

　
　
一
九
九
〇
年
（
平
成
二
年
）

〔
著
書
〕
　
『
聖
な
る
回
シ
ア
を
求
め
て
－
旧
教
徒
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
伝
説
』
、

　
　
平
凡
社
、
三
〇
二
頁
。

　
『
お
ろ
し
や
盆
踊
唄
考
－
日
露
文
化
交
渉
史
拾
遺
』
、
現
代
企
画
室
、

　
　
三
〇
六
頁
。

〔
論
文
〕
　
満
州
の
ロ
シ
ア
旧
教
徒
た
ち
　
中
村
喜
和
編
『
共
同
研
究
　
回

　
　
シ
ア
と
日
本
』
二
号
、
一
七
0
1
一
八
三
頁
。

　
回
シ
ア
民
衆
の
宗
教
意
識
　
『
世
界
史
へ
の
問
い
』
六
、
『
民
衆
文
化
」
、

　
　
岩
波
書
店
、
一
九
九
－
二
二
四
頁
。

　
鳴
海
旧
蔵
書
中
の
特
殊
プ
ー
シ
キ
ン
文
献
　
『
日
本
プ
ー
シ
キ
ン
学
会

　
　
会
報
』
＝
言
万
、
三
八
－
五
八
頁
。

　
ロ
マ
ノ
フ
カ
村
の
柳
瀬
正
夢
『
な
ろ
う
ど
』
二
一
号
、
二
一
－
一
九

　
　
頁
。

〔
エ
ソ
セ
イ
〕
　
ロ
マ
ノ
フ
カ
村
へ
の
旅
　
『
窓
』
七
三
号
、
六
－
九
頁
。

　
　
一
九
九
一
年
（
平
成
三
年
）

〔
監
修
と
解
説
〕
　
写
真
集
『
郷
愁
の
ロ
シ
ア
　
帝
政
最
後
の
日
々
』
、
朝
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日
新
聞
社
、
二
〇
八
頁
。

〔
論
文
〕
　
ソ
連
宗
教
界
の
活
性
化
と
新
た
な
困
難
　
『
窓
』
七
号
、
窓
社
、

　
　
七
九
－
八
七
頁
。

〔
エ
ッ
セ
イ
〕
　
目
シ
ア
の
旧
教
徒
た
ち
は
い
ま
　
　
第
三
回
国
際
シ
ン
ポ

　
　
ジ
ウ
ム
に
出
席
し
て
　
『
月
刊
百
科
』
二
号
、
二
四
－
二
六
頁
。

幻
の
皇
帝
ネ
ロ
の
こ
と
、
そ
の
他
1
「
日
露
文
化
交
流
」
国
際
会
議

　
　
裏
ば
な
し
　
『
窓
』
七
八
号
、
二
－
五
頁
。

　
＝
何
〔
罧
O
L
’
『
目
O
　
O
』
O
国
　
O
　
．
．
一
■
O
＝
』
O
〔
茗
一
「
O
重
　
「
O
O
く
－
與
O
〔
↓
回
①
、
’
－
－
＝
O
i
O
』
＝
窒
　
コ
〔
宝
■
O
』
O
－

　
　
『
…
団
〔
窒
巽
o
．
襲
ざ
ぎ
｝
§
ミ
旨
ミ
§
ミ
呉
ト
募
§
、
ω
9
§
h
富
1

　
　
＜
o
－
」
ド
z
o
」
一
暑
．
竈
－
§
－

〔
翻
訳
〕
　
N
・
レ
ス
コ
フ
『
ム
ツ
ェ
ン
ス
ク
郡
の
マ
ク
ペ
ス
夫
人
』
　
『
ギ

　
　
ャ
ラ
リ
ー
世
界
の
文
学
』
；
一
『
回
シ
ア
ー
』
、
集
英
社
、
六
八
九

　
　
－
七
三
六
頁
。
本
文
の
ほ
か
に
「
解
説
」
一
二
二
七
－
一
一
四
三
頁
、

　
　
「
年
譜
」
一
一
四
四
－
一
一
四
七
頁
、
「
作
晶
あ
ら
す
じ
」
二
二
五

　
　
－
一
一
二
七
頁
。

　
「
百
章
」
試
訳
（
一
）
（
松
木
栄
三
他
と
共
訳
）
　
『
一
橋
大
学
研
究
年
報

　
　
人
文
科
学
研
究
』
二
九
号
、
三
－
四
八
頁
。

　
　
一
九
九
二
年
（
平
成
四
年
）

〔
編
纂
〕
　
き
ミ
ミ
s
b
婁
§
睾
～
o
冥
§
奏
ミ
§
主
§
§
§
o
§
§
軸
．

　
　
～
篶
曽
－
＞
O
O
＝
9
N
0
0
0
．

〔
論
文
〕
　
ロ
シ
ア
英
雄
叙
事
詩
の
世
界
　
　
勇
士
の
条
件
　
『
月
刊
百
科
」

　
　
三
号
、
三
六
－
三
九
頁
。

　
『
イ
ー
ゴ
リ
軍
記
」
と
『
平
家
物
語
』
－
色
彩
の
構
造
か
ら
見
た
比

　
　
較
、
そ
の
他
　
『
む
う
ざ
』
一
一
号
、
六
－
二
二
頁
。

榎
本
武
揚
の
シ
ベ
リ
ア
紀
行
　
中
村
喜
和
編
『
共
同
研
究
　
回
シ
ア
と

　
　
日
本
』
三
号
、
二
二
－
二
三
頁
何

光
太
夫
の
ロ
シ
ア
　
『
毎
日
グ
ラ
フ
』
別
冊
、
『
お
ろ
し
や
国
酔
夢
謹
』
、

　
七
五
－
七
九
頁
。

　
℃
O
竃
＝
畠
竃
－
昌
鳥
菖
＝
↓
岩
畠
召
冨
団
宝
凹
＝
『
妻
曽
≡
畠
窒
－
畠
島
．
＝
．
工
．

　
　
コ
o
看
畠
臭
蔓
　
＝
着
（
o
睾
）
一
　
与
自
①
長
§
…
§
　
昌
き
婁
§
　
富

　
　
ミ
邑
ミ
s
E
§
｝
王
亀
旨
　
§
｝
ミ
ミ
s
ミ
o
o
宍
§
　
嵩
o
o
§
雨
～
E
竈
　
団
　
o
ミ
s
o
主
冥

　
　
、
§
o
茗
長
㌧
o
篶
篶
E
㌧
ミ
S
自
善
軸
．
＝
o
ひ
o
〔
＝
α
＝
℃
o
5
H
㊤
o
ド
O
．
N
と
↓
1
N
蜆
ω
1

満
州
ロ
マ
ノ
フ
カ
村
回
顧
　
『
月
刊
百
科
』
二
一
号
、
二
二
－
二
六
頁
。

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕
　
一
亡
命
ロ
シ
ア
人
の
生
涯
　
フ
ヨ
ー
ド
ル
・
モ
ロ
ー
ゾ

　
　
フ
氏
の
場
合
　
『
な
ろ
う
ど
』
二
五
号
、
一
－
一
〇
頁
。

〔
対
談
〕
　
ロ
シ
ア
望
見
（
司
馬
遼
太
郎
と
の
対
談
）
　
『
週
刊
朝
日
』
一
月

　
　
三
－
一
〇
日
号
、
ニ
ハ
ニ
ー
一
六
七
頁
。

　
回
シ
ア
歌
謡
の
日
本
伝
来
（
五
木
寛
之
と
の
対
談
）
（
一
）
1
（
二
一
）

　
　
『
日
刊
ゲ
ン
ダ
イ
』
二
月
二
五
日
⊥
二
月
一
一
日
。
（
の
ち
次
の
書
物

　
　
に
再
録
、
五
木
寛
之
『
よ
み
が
え
る
目
シ
ア
　
ロ
シ
ア
・
ル
ネ
サ
ン

　
　
ス
は
可
能
か
？
』
文
芸
春
秋
社
、
一
九
九
二
、
一
一
九
－
一
五
一

　
頁
。
）

〔
書
評
〕
　
■
｝
彗
冒
一
倉
畠
巨
凹
σ
＝
目
訂
目
O
ζ
8
V
（
旨
σ
9
§
＄
9

　
　
雪
』
ω
色
凹
自
ρ
』
；
』
篶
）
1
お
昌
一
㌧
O
§
望
§
｛
S
ぎ
菖
ぎ
〔
S
1
↓
」
9

　
　
o
o
1
－
o
o
や
－
o
o
9

〔
編
訳
〕
　
『
回
シ
ア
英
雄
叙
事
詩
ブ
ィ
リ
ー
ナ
』
、
平
凡
社
、
四
一
四
頁
。

　
　
（
の
ち
抜
粋
し
て
再
版
、
『
ロ
シ
ア
英
雄
物
語
　
語
り
継
が
れ
た
《
ブ

　
　
ィ
リ
ー
ナ
》
の
勇
士
た
ち
』
（
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
一
九
九
四
、

　
　
二
八
六
頁
）
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一
九
九
三
年
（
平
成
五
年
）

〔
論
文
〕
　
銭
亀
沢
に
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
求
め
た
ロ
シ
ア
人
た
ち
－
旧
教
徒

　
　
た
ち
の
夢
の
跡
を
た
ず
ね
て
　
『
地
域
史
研
究
　
は
こ
だ
て
』
一
七

　
　
号
、
函
館
、
一
－
二
五
頁
。

　
タ
タ
ミ
の
上
の
外
交
交
渉
－
ラ
ク
ス
マ
ン
来
航
二
〇
一
年
目
の
感
想

　
　
ロ
シ
ア
史
研
究
会
編
『
日
露
二
〇
〇
年
　
隣
国
ロ
シ
ア
と
の
交
流

　
　
史
』
、
彩
流
社
、
二
三
⊥
二
五
頁
。

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕
　
中
世
ロ
シ
ア
の
占
卜
書
「
ラ
フ
リ
」
に
つ
い
て
　
『
一

　
　
橋
論
叢
』
一
一
〇
巻
四
号
、
一
七
四
－
一
八
三
頁
。

〔
エ
ッ
セ
イ
〕
　
ソ
ピ
エ
ト
の
青
春
と
め
ぐ
り
あ
う
1
鳴
海
完
造
日
記
か

　
　
ら
　
『
月
刊
百
科
』
九
号
、
三
一
⊥
二
六
頁
。

　
ロ
シ
ア
の
「
同
志
」
は
今
い
ず
こ
　
タ
ワ
ー
リ
シ
チ
小
考
　
『
図
書
』

　
　
二
号
、
一
九
－
二
三
頁
。

　
ポ
ー
ラ
ン
ド
紀
行
一
九
九
二
年
秋
　
『
な
ろ
う
ど
」
二
六
号
、
一
－
一

　
　
四
頁
。

　
ハ
ル
ピ
ン
一
九
九
三
年
ー
リ
ラ
の
花
咲
く
町
を
訪
ね
て
　
『
窓
』
八

　
　
六
号
、
八
i
二
頁
。

　
ロ
シ
ア
大
碩
学
の
日
本
初
印
象
記
　
『
新
潮
4
5
』
一
一
号
、
一
二
一
－

　
　
一
二
一
頁
。

〔
書
評
〕
　
宛
．
ζ
昌
ユ
9
〈
O
巨
カ
易
色
與
目
ミ
ξ
P
O
巨
9
轟
一
＜
彗
宰

　
　
ま
畠
団
目
o
晶
↓
～
霊
カ
易
色
彗
9
o
ξ
ω
三
9
品
昌
v
Z
メ

　
　
ε
畠
一
ξ
s
§
竃
2
§
ざ
s
s
、
肉
富
“
b
ミ
8
§
き
ω
§
§
婁
1
＜
o
－
．

　
　
－
卓
宍
｝
9
9
0
P
3
1
塞
1

〔
翻
訳
〕
　
「
百
章
」
試
訳
（
二
）
（
松
木
栄
三
他
と
共
訳
）
　
二
橋
大
学
研

　
　
究
年
報
　
人
文
科
学
研
究
』
三
〇
号
、
三
－
九
七
頁
。

　
日
露
戦
争
時
の
一
ロ
シ
ア
水
兵
の
手
記
（
一
）
　
『
な
ろ
う
ど
』
二
七
号
、

　
　
二
七
－
三
五
頁
。
（
注
は
檜
山
真
一
執
筆
）

　
　
一
九
九
四
年
（
平
成
六
年
）

〔
編
纂
〕
き
§
葦
§
o
竃
§
8
き
竃
』
§
き
婁
棄
§
o
．
（
中
村
健
之

　
　
介
、
安
井
亮
平
、
長
縄
光
男
と
共
編
）
、
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、

　
　
七
六
九
頁
。

　
『
イ
ワ
ン
の
く
ら
し
い
ま
む
か
し
　
ロ
シ
ア
民
衆
の
世
界
』
、
成
文
社
、

　
　
二
七
〇
頁
。

〔
論
文
〕
　
『
北
楼
聞
略
』
に
お
け
る
日
付
の
構
造
そ
の
他
　
　
大
黒
屋
光

　
　
太
夫
は
い
つ
女
帝
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
ニ
世
に
謁
し
た
か
　
二
橋
論
叢
』

　
　
一
二
一
巻
、
三
号
、
一
－
二
一
頁
。

　
O
↓
匝
i
o
匝
而
o
匡
団
饅
＝
o
＝
＝
＝
．
－
I
O
H
①
汗
－
勺
螂
σ
庁
O
ミ
O
〇
一
〇
－
．
（
①
O
－
）
　
黒
§
客
S

　
　
｝
ざ
§
き
鳶
足
o
ミ
a
ミ
ミ
向
ミ
ミ
蛋
㌧
嵩
“
㌧
§
“
ミ
§
5
寺

　
　
§
蔓
8
雨
“
、
§
喜
へ
雨
ミ
雨
ミ
魯
、
薫
“
ω
ミ
§
ぎ
“
s
㌻
ミ
胃
眈
墨
ξ
p

　
　
H
竃
♪
O
O
l
曽
蜆
－
曽
O
O
’

幕
末
期
日
露
交
流
の
一
面
ー
ゴ
ン
チ
ャ
回
フ
が
見
た
日
本
人
と
日
本

　
　
人
の
見
た
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
　
『
言
語
文
化
』
三
一
号
、
三
－
一
五
頁
。

〔
エ
ッ
セ
イ
〕
　
ラ
ー
ジ
ン
の
水
　
　
ド
ナ
ウ
・
デ
ル
タ
の
回
シ
ア
人
を
訪

　
　
ね
て
　
『
な
ろ
う
ど
』
二
八
号
、
二
－
一
八
頁
。

　
ド
ナ
ウ
・
デ
ル
タ
の
ロ
シ
ア
人
　
『
月
刊
百
科
』
（
上
）
六
号
、
四
－
一

　
　
〇
頁
、
（
下
）
八
号
、
一
〇
－
一
五
頁
。

金
子
幸
彦
先
生
の
こ
と
　
『
ロ
シ
ア
語
ロ
シ
ア
文
学
研
究
』
二
六
号
、

　
　
一
一
六
－
一
一
七
頁
。
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キ
ー
テ
ジ
詣
で
（
上
）
　
『
窓
」
九
一
号
、
二
－
＝
一
頁
。

〔
翻
訳
〕
　
「
百
章
」
試
訳
（
三
）
（
松
木
栄
三
他
と
共
訳
）
　
『
一
橋
大
学
研

　
究
年
報
　
人
文
科
学
研
究
』
三
一
号
、
三
－
一
〇
八
頁
。

　
　
一
九
九
五
年
（
平
成
七
年
）

〔
編
纂
〕
　
『
国
際
討
論
　
ロ
シ
ア
文
化
と
日
本

明
治
・
大
正
期
の
文
化

　
　
交
流
』
（
T
・
ラ
イ
マ
ー
と
共
繍
）
、
彩
流
社
、
三
二
二
頁
。
「
ま
え

　
　
が
き
」
一
－
三
頁
、
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
と
課
題
」
三
〇
一
－

　
　
三
〇
六
を
執
筆
。

〔
エ
ッ
セ
イ
〕
　
キ
ー
テ
ジ
詣
で
（
下
）
　
『
窓
』
九
二
号
、
六
－
二
二
頁
。

他
日
の
論
正
　
坂
内
徳
明
、
栗
生
沢
猛
夫
、
長
縄
光
男
、
安
井
亮
平
編

　
　
『
ロ
シ
ア
　
聖
と
カ
オ
ス
』
、
彩
流
社
、
四
－
五
頁
。
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